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□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．洗浄剤や殺菌剤など適正管理に努めます。

６ ．安心で安全な商品を効率よくタイムリーにお客様にお届けします。

７ ．地域社会の環境活動に協力します。

８ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

食品廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめ、食品リサイクル率の維持向上に努めます。

改定日：

　株式会社デイリー開発福島は、『お客様にとって価値のあるものを創造し、お客様に満足
して頂ける商品を提供致します。』本業である食品の生産を通じて、地球温暖化等地球規模
の問題や地域の課題の解決に向けて自主的・積極的に取り組みます。
　安心・安全な製品をお客様に届けるため、働きやすい職場づくりを進める中で、創意工夫
による環境経営の継続的改善を目指して、全社一丸となって取り組んでまいります。

代表取締役

環境経営方針

制定日： 2020年10月1日

鈴木　英孝

2021年5月21日
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社デイリー開発福島
代表取締役　鈴木　英孝

（２） 所在地
本社・工場 福島県伊達郡桑折町伊達崎字巻目79-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 事業統括部　 佐藤　守 TEL：024-576-3322
担当者 工場長 宇野　修二 TEL：024-576-3322

（４） 事業内容
漬物・惣菜の製造及び販売

（５） 事業の規模

売上高 百万円
従業員　　　　　 名

延べ床面積　　　 ㎡

（６） 事業年度 （末日）

□認証・登録の対象組織・活動（全組織・全活動）
登録組織名： 株式会社デイリー開発福島
対象事業所： 本社・工場
活動： 漬物・惣菜の製造及び販売

□事業や製品（商品）の紹介

製造品目： 浅漬け（カップ商品）、キムチ（業務用など）
販売エリア： 福島県内のコンビニエンスストアを中心に、東北エリア向けの浅漬等を製造

466
32

1157

2022年4月10日

2022年3月1日～2023年2月28日
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者 鈴木　英孝

環境管理責任者 佐藤　守

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

全従業員

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）
・環境経営方針の周知

・必要な手順書の作成及び手順書による実施
・想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

工場長

・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・経営における課題とチャンスの整理
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を作成及び最新版管理及び順守評価の実施

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任
役割・責任・権限

環境管理責任者

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

2021年5月21日

工場長

代表者

環境管理責任者

・実施体制の構築と環境管理責任者を任命

製造１課 製造２課 企画開発室 総務
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□主な環境負荷の実績

kg-CO2

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 東北電力の調整後排出係数（2021年度）　

※発生抑制量は、2019年度を基準に算出

□環境経営の中長期目標及び2022年度の実績

〇
〇
✕
✕
✕
✕
✕
✕
〇
✕
✕
✕
✕
〇
〇
○
○
〇
〇
✕ 0.652

kg-CO2/百万円 2.556 3.038 2.504 2.477

LPガスによる二酸化炭素
削減

2.608

923
基準年度比 2021年 98% 100%

基準年度比 2021年 98% 108% 97%

原単位 kg-CO2/百万円 340.546 333.735 343.755 326.924
953 972 933kg-CO2 972

323.518

原単位

2,240 2,890

0.482

　産業廃棄物排出量 2,500

　発生量
　発生抑制量
　再生利用量
　熱回収量
　減量量

食品再資源化実施率

㎏
㎏

100%

86,010

100%

㎏

16,776

86,010

　一般廃棄物排出量 7,570 6,380 6,070

食品廃棄物

％

112,130

0

0

0

0

　再生利用以外の量
　廃棄物処理量

0

112,130 109,290

178,383 162,494

項　目 2020年度 2021年度 2022年度

二酸化炭素総排出量 180,120

単位

2021年度 2022年度 2023年度　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

13,564 15,742 13,124㎥

廃棄物排出量

167,473
基準年度比 2021年 98% 91% 96% 95%

水使用量

（基準年) （目標） （実績） （目標）

評
価

5,933

電力による二酸化炭素削減 kg-CO2 176,287 172,761 160,201 169,236

自動車燃料による二酸化炭素削減 kg-CO2 746 731 877 724

kg 2,840 2,556

一般廃棄物の削減
kg 6,380 5,933 6,070

基準年度比 2021年 93% 94%

14,839 14,097 13,124
基準年度比 2021年 95% 88%

基準年度比 2021年 90% 99%

化学物質の適正管理

食リ法目標 2021年 50% 100% 50%

環境に配慮した製品・
サービスへの取組

行動目標（次項による）

原単位 ㎥/百万円 0.724

0

0

0

0

2024年度

（目標）

廃プラの削減

13,355

5,742

70%
2,820 2,272

13,652

170,169

食品廃棄物の発生抑制
率

水道水の削減 ㎥

自主目標 95% 95%

5,190

100%

168,396

716

0

1.118
92%

109,290

100%

93% 90%

99%

1,988

90%

51%

80%

0

0

0

96% 95%

0.688 0.666

174,445

97%

行動目標（次項による）

食品廃棄物の再生利用
率

自主目標 100% 100% 100% 100% 100%
食リ法目標 50% 100% 100% 50% 51%

96%
上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 178,005 162,050
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：○よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

LPガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

数値目標 ×

24,698

達成状況 取組結果とその評価

・空調設備の定期的なフィルター清掃の実施による電力削減 ○

23,171 26,090

数値目標 ✕

○
・給湯室のお湯の節水取り組み ○

29 47
3月 4月 5月 6月 7月

・手洗い場の給湯器の消し忘れ防止

40 32 31
13 36 41

・不要照明の消灯 ○
・仕事の効率化による定時退社の実施 △

7月6月

空調設備のフィルター清掃は月1回は実施できた。未使用の部屋
の消灯も定着し目標は達成。次年度は、省エネ診断による更なる
具体的な対策を推進する。

取り組み計画

4月3月

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

8月

0 0

ごま油を使用した商品の製造により、清掃でお湯を使用する頻度
が増えたことにより消費量が増加。次年度は洗剤の併用などで節
水できるように対策する。

2月1月12月11月10月9月8月

・エコドライブの実践

21,656 22,861 24,176 24,579 25,142

○

47 47 45 42

10月

27,808

43 43 5725 27
9月

39 46
11月 12月 1月 2月

26,062
27,442 32,206 34,991 42,342

29,230 28,639 37,314

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

26,285 27,456 28,64736,796 31,846 26,285
40,203

5月

数値目標 〇

6月 7月 8月 9月 10月 11月

29 28

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

12月 1月 2月

　
　

3月 4月

40 35 46

エコドライブは定着してきた。次年度も引き続き適正な運行を推進
する。

13 0 34 23 48 33 22 58 29
29 29 0 24 28 21 36 0 74

23 5045
15 31 35

5月
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一般廃棄物の削減

2021年

2022年

廃プラの削減

取組紹介欄

2021年

2022年

4月 5月 6月 7月

360 260 310 200 390
170 150 290 260

△

160160190

食品廃棄物の発生抑制

0 0

達成状況

・分別の徹底 ○
・コピー用紙の裏紙使用による削減 ○

530 510 520 460

3月

数値目標 ✕

食品廃棄物の再生利用率の向上

・原料入荷時の品質向上による廃棄物発生抑制

・食品廃棄物の堆肥化による再生利用 0

・包装不良による手直し等を削減 △
・商品導入・カットのスケジュール案内 ○
0 0

6月 7月

達成状況

数値目標

510
570 560 500550

580 490 590 555

5月

470

✕

3月 4月
540 550

8月 9月

430

1月 2月

軟包材の包装機不具合による廃棄は、機械調整やメンテナンスを
行い減少しているが目標は未達。次年度は商品改廃による不良
在庫低減を推進する。

460
520

210

10月 11月

230 120 120

540

△

数値目標 〇 原料入荷時の品質確認を徹底し廃棄物発生を抑制する取り組み
は継続。次年度は産地の生産者と共に取り組みを進める。食品廃
棄の削減は、仕入れ商品の配送ロットの関係も含めて次年度取り
組みを継続する。

達成状況

・在庫管理や生産計画の精度向上による食品廃棄の削減

280 270 300 170

510 510

取組結果とその評価、次年度の取組計画

取組結果とその評価、次年度の取組計画

10月

485 480

8月 9月 1月

11月 12月

290 100 260 180

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2月

段ボールの古紙回収は定着してきた。書類の電子化が進んでい
ない。次年度はカミナシ等の導入で電子化を促進する。

12月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ○ 食品廃棄物の再生利用は堆肥化により100％を達成。次年度も引

き続き継続する。・食品廃棄物の堆肥化による再生利用の継続 ○

184.558

0

200

400

600

800

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年

0

200

400

600

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

廃プラ（kg） 2021年 2022年

粘着ローラーの芯や古い

カタログ等も古紙回収へ
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水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

化学物質の適正管理

取組紹介欄

環境に配慮した製品・サービスへの取組

達成状況

・従業員教育

・清掃時の水の流しっぱなしをしない

1,546 1,072
1,645 1,058 795 951

○

6月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1,208
1,415

0 0

・節水シールの貼り付けとポスター掲示
△

0

1,070 1,199 1,244 1,282 752

基準年の88％と目標は達成出来た。従業員の節水の意識が向上
しているようだが清掃時の水の止め忘れが見られる。。次年度も
継続して無駄な水の使用を注視していく。

8月5月
1,226

7月
1,2161,265 1,248 1,305

新商品の開発時の意識づけはしているが結果が出ていない。引き
続き環境に配慮した商品の開発を進める。

・日持ちする商品の開発 △

0 0

×
0 0

今期で医薬用外劇物の使用を中止できた。次年度は有害物質の
表示管理を徹底する。

・環境に配慮した包材の検討

○
・有害物質の管理徹底 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標

3月 4月 10月 11月 2月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0

達成状況

1,021 899
1,175 1,190

12月 1月
1,091 1,090

9月

〇

0

500

1,000

1,500

2,000

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

水道水（㎥） 2021年 2022年

有害物質の保管庫は、転倒防止対策や

施錠管理を徹底し、管理者が分かるよう

に表示。
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機、送風機

浄化槽

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 大地震の発生

■実施日： ■実施場所：

■使用した手順書：　火災・地震対応手順書

■参加者：

■実施内容： □通報訓練　□消火訓練　☑避難訓練

■評価：特に問題なし。所要時間：約２分 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

・食品廃棄物のリサイクル率は100％を継続し、さらに廃棄量を低減していくことを目標にすること。

・電力による二酸化炭素削減は、照明のLED化で大幅に改善できる見通し。導入時期を具体的にすること。

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

・2022年度はエコアクション21の取組みが従業員の人たちに少しづつ浸透しているように感じた。次年度は省エネ診断等によ
る具体的な環境負荷の低減に取り組んで行く。

・電子化によるペーパーレスは、カミナシ等と打ち合わせしながら進めて行くように。

食品リサイクル法

福島県生活環境の保全等に関する条例

福島県振動防止対策指針
水質汚濁法

容器包装リサイクル法

空気圧縮機

容器包装
食品廃棄物

湯煮設備、洗浄設備

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（動植物性残さ、廃プラ、汚泥、廃油等）
適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫・コンプレッサー

社員　6名、フルタイム・短時間パート従業員さん　１3名

外に避難してから点呼確認。初めての人や事務員さんも参加した。

浄化槽法

家電リサイクル法 テレビ、エアコン、冷蔵庫
自動車リサイクル法 社用車

フロン排出抑制法

2023年7月10日

食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成しています。

特になし

2022年6月5日 本社工場
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